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越冬ねぎ収穫 ～雪解け水ですくすく成長～
　

き
た
み
ら
い
管
内
で
は
、
３
月
下
旬
か

ら
越
冬
ね
ぎ
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。

越
冬
ね
ぎ
は
、
厳
し
い
冬
を
雪
の
下
で
長

い
時
間
か
け
て
育
て
る
こ
と
に
よ
り
、
た

っ
ぷ
り
と
糖
分
を
蓄
え
、
豊
か
な
甘
み
と

や
わ
ら
か
い
肉
質
が
特
徴
で
す
。

　

北
見
地
区
の
川
尻
将
士
さ
ん
の
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
で
は
、
約
６
㌃
作
付
け
し
て
お

り
、
３
月
24
日
か
ら
収
穫
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

収
穫
し
た
越
冬
ね
ぎ
は
１
日
か
け
て
乾

燥
さ
せ
、
土
を
落
と
し
て
皮
を
む
き
、
選

別
し
ま
す
。
そ
の
後
、
規
格
ご
と
に
袋
に

入
れ
箱
詰
め
し
ま
す
。
川
尻
さ
ん
は
「
今

年
は
雪
も
多
く
水
分
が
多
い
た
め
、
甘
さ

た
っ
ぷ
り
の
越
冬
ね
ぎ
に
な
っ
た
。
季
節

も
の
な
の
で
是
非
み
な
さ
ん
に
美
味
し
く

食
べ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
北
見
、
上
常
呂
、
相
内
、

端
野
の
４
地
区
で
７
戸
が
約
21
㌃
を
作
付

け
し
て
お
り
、
約
７
・
５
㌧
の
収
穫
量
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

▲収穫した越冬ねぎの土を落とし皮をむく様子

豊穣の秋を願って
～馬鈴しょの
            浴光催芽始まる～

　雪解けが進み春の暖かさを感じら

れるようになってきた３月下旬、き

たみらい管内では今年度の馬鈴しょ

作業がスタートしました。

　きたみらい馬鈴薯振興会の監事を務める北見地区の黒

須友和さんのお宅では、３月26日に８.５㌶分の早出し

馬鈴しょの種芋が届き、20㌕の種芋が入ったネットを一

つひとつビニールハウス内に並べました。

　この作業は浴光催芽と呼ばれ、出芽の促進や欠株をな

くすなど植付け時の発芽を良くするため、温度管理と全

体に光が当たるように気を配りながら、低温と強光条件

下で強い芽を育てます。

　黒須さんは今年の植付けを４月20日頃に予定しており

「今年も消費者にたくさん食べてもらえるように、安心、

安全な馬鈴しょを作ることを第一に考えて生産していき

たい」と意気込みを語ってくれました。

　当ＪＡ管内の馬鈴しょ作付面積は食用で約1,250㌶、

加工用で約500㌶。生産量は食用で約43,600㌧、加工用

で約20,000㌧を見込んでいます。
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①1999年8月26日

②北見市

③釧路公立大学

④スポーツ観戦（特にプロ野球が好きです）

⑤弓道

⑥仕事に対する熱意を常に持ち、誰からも信頼される職員にな

れるよう頑張ります。

①2000年1月13日

②北見市　　③北見工業大学

④絵を描くことと、アイドルが好きです！

⑤好きなことや興味を持ったことをとことん追求することが好

きです！

⑥「人との関わり」を大切にし、人に信頼されるＪＡ職員にな

りたいです。

販売企画部
組織振興東グループ蓑嶋　楓

みのしま かえで

門脇　唯
かどわき ゆい

経営支援部
ふれあい相談西グループ

①2001年5月9日

②網走市

③北海道武蔵女子短期大学

④バレー

⑤キャベツの千切りなら大量にできます。

⑥信頼される職員を目指し、感謝の気持ちを持って頑張ります。

①2000年3月16日

②北見市

③東京農業大学

④野球、道の駅巡り

⑤何事にも積極的に取り組む積極性と根気強さ

⑥組合員の皆様から頼りにされ、多くの方々の役に立てる職員

を目指して一生懸命頑張ります。

金融共済部
上常呂支店中川　菜実

なかがわ な　　み

村井　健士
むらい けんと

畜産部畜産相談グループ

①2001年9月12日

②北見市

③北海道武蔵女子短期大学

④読書、音楽鑑賞

⑤よく笑うところ

⑥たくさんの知識を身に付け、信頼していただける職員になれ

るよう頑張ります。

販売企画部企画開発グループ七山　芽依
ななやま め　　い

①1999年11月17日

②北見市

③北海学園大学

④スポーツ観戦（特に格闘技が好きです）

⑤根気強さ

⑥謙虚にひたむきに頑張ります。

岩崎　佑也
いわさき ゆうや

金融共済部
北見本店総合渉外課

令和４年度
特 集

４月１日をもちまして、６人の新人職員が入組しましたので
組合員の皆様にご紹介いたします。

①生年月日　②出身地　③出身校　④趣味・好きなもの
⑤ＰＲポイントや特技　⑥「抱負」もしくは「目指すＪＡ職員像」

みなさん、これから
よろしくおねがいします！
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き
た
み
ら
い
管
内
で
は
、
３
月
中
旬

か
ら
葉
ニ
ン
ニ
ク
の
収
穫
が
始
ま
り
ま

し
た
。
葉
ニ
ン
ニ
ク
は
、
冬
の
寒
さ
の

中
で
育
つ
こ
と
に
よ
り
甘
み
が
増
し
、

肉
厚
な
葉
に
仕
上
が
り
ま
す
。
栄
養
面

で
も
カ
ル
シ
ウ
ム
・
鉄
分
・
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
等
が
豊
富
で
、
特
に
抗
菌
作
用
に
優

れ
て
い
る
「
ア
リ
シ
ン
」
が
多
く
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
疲
労
回
復
に
も

効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

端
野
地
区
豊
実
の
森
栄
治
さ
ん
は
、

昨
年
11
月
上
旬
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
１

棟
に
播
種
し
た
葉
ニ
ン
ニ
ク
の
収
穫
を

３
月
22
日
か
ら
始
め
ま
し
た
。
葉
ニ
ン

ニ
ク
は
成
長
途
中
に
収
穫
し
た
若
い
葉

の
部
分
を
食
べ
る
野
菜
で
あ
り
、
森
さ

ん
は
約
50
㌢
に
伸
び
た
葉
ニ
ン
ニ
ク
を

手
際
よ
く
収
穫
し
ま
し
た
。

　

森
さ
ん
は
「
今
が
旬
の
野
菜
で
栄
養

価
も
高
い
の
で
多
く
の
人
に
食
べ
て
も

ら
い
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
訓
子
府
、
端
野
地
区
で

３
戸
の
生
産
者
が
作
付
け
し
て
お
り
、

収
穫
作
業
は
４
月
中
旬
ま
で
行
わ
れ
、

道
内
を
中
心
に
出
荷
す
る
予
定
で
す
。

▲葉ニンニクを収穫する森さん

▲袋詰め作業の様子

▲▼慎重に作業を進める作業員たち

葉
ニ
ン
ニ
ク
の
収
穫
が
最
盛
期
！

て
ん
菜
の
播
種
作
業
、

　
　
　
　
　
無
事
終
わ
る

　

き
た
み
ら
い
管
内
訓
子
府
地
区
の
訓

子
府
町
甜
菜
播
種
プ
ラ
ン
ト
利
用
組
合

で
は
、
３
月
７
日
か
ら
作
業
を
始
め
、

お
よ
そ
２
週
間
か
け
て
ペ
ー
パ
ー
ポ
ッ

ト
へ
丁
寧
に
播
種
を
行
い
ま
し
た
。
１

日
に
約
１
，
４
０
０
冊
作
ら
れ
る
ポ
ッ

ト
は
、
土
を
入
れ
て
種
子
を
落
と
し
、

覆
土
ま
で
の
一
連
の
作
業
を
組
合
員
含

む
約
30
人
で
分
担
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

完
成
し
た
も
の
は
そ
の
日
の
う
ち
に
４

件
ほ
ど
の
委
託
農
家
へ
配
送
し
ま
し
た
。

　

同
地
区
で
は
、
輪
作
体
系
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
て
ん

菜
生
産
者
の
労
働
力
軽
減
の
た
め
、
共

同
施
設
で
の
播
種
作
業
に
力
を
い
れ
て

お
り
、
同
組
合
は
長
年
て
ん
菜
播
種
を

担
っ
て
い
ま
す
。　

　

川
脇
健
一
組
合
長
は
「
除
雪
等
で
忙

し
い
中
、
作
業
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
予
定
し
て
い
た
日
程
通
り
作

業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
プ
ラ
ン

ト
運
営
に
は
多
く
の
利
用
者
が
関
わ
り

支
え
て
く
れ
て
い
る
。
今
後
も
安
定
し

た
運
営
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
年
の
同
地
区

の
て
ん
菜
作
付
け
は
１
３
３
戸
、
７
１

９
㌶
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、
同

組
合
は
34
戸
、
１
９
６
㌶
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

き
た
み
ら
い
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
協

議
会
は
３
月
15
日
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ガ
イ
ダ
ン

ス
・
自
動
操
舵
座
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事

業
に
よ
り
、
当
Ｊ
Ａ
管
内
で
も
利
用
が

進
ん
で
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
産
者

同
士
で
課
題
を
共
有
し
解
決
す
る
こ
と

で
、
更
な
る
普
及
を
目
指
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
株
式
会
社
ニ
コ
ン
・
ト
リ

ン
ブ
ル
と
株
式
会
社
ト
プ
コ
ン
か
ら
講

師
を
招
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
扱
う
Ｇ

Ｐ
Ｓ
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
機
種
ご
と
に
初
級

者
向
け
と
中
級
者
向
け
に
分
け
て
説
明

が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
52
人
の
生
産
者

か
ら
は
、
使
用
時
の
不
明
点
な
ど
が
質

問
と
し
て
挙
げ
ら
れ
活
発
な
座
談
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
開
催
に
あ
た
り
、
同
協
議
会

の
荒
喜
文
会
長
は
「
今
後
、
よ
り
活
用

の
幅
を
広
げ
て
い
け
る
よ
う
協
議
会
全

体
で
推
進
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

３
月
23
日
、
24
日
に
は
衛
星
リ
モ
ー

ト
セ
ン
シ
ン
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
可

変
施
肥
方
法
の
講
習
会
を
開
催
し
、
ス

マ
ー
ト
農
業
の
普
及
に
向
け
た
取
り
組

み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲▼座談会の様子

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
３
月
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

や
学
校
の
春
休
み
に
よ
っ
て
学
校
給
食

が
な
く
な
る
な
ど
、
牛
乳
需
要
が
落
ち

込
む
こ
と
か
ら
消
費
拡
大
運
動
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

24
日
は
、
管
内
に
あ
る
ホ
ク
レ
ン
ス

タ
ン
ド
６
か
所
の
利
用
者
に
牛
乳
１
ℓ

パ
ッ
ク
の
無
料
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

総
数
１
，
６
５
０
本
の
牛
乳
を
き
た
み

ら
い
酪
農
振
興
協
議
会
や
き
た
み
ら
い

酪
農
青
年
部
の
役
員
と
協
力
し
、
生
産

者
か
ら
直
接
手
渡
し
ま
し
た
。
配
布
を

行
っ
た
生
産
者
は
「
い
つ
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
牛
乳
を
た
く

さ
ん
飲
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
利
用
者
に

声
を
掛
け
て
い
ま
し
た
。

　

29
日
は
、
北
見
市
内
の
ホ
テ
ル
や
旅

館
で
構
成
す
る
北
見
ホ
テ
ル
旅
館
組
合

な
ど
９
施
設
へ
、
牛
乳
２
０
０
ml
パ
ッ

ク
２
，
６
０
０
本
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
の
大
坪
組
合
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍

で
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
続
い
て
い
る
が
、

宿
泊
者
に
牛
乳
を
飲
ん
で
明
る
い
気
持

ち
に
な
っ
て
頂
き
、
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と
伝
え
、
同
旅
館

組
合
の
紺
野
武
雄
組
合
長
は
「
ま
ん
延

防
止
が
解
除
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
少
し

ず
つ
客
足
が
戻
り
つ
つ
あ
る
。
宿
泊
者

へ
牛
乳
を
配
布
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
て
感
謝
し
て
い
る
」
と
お
礼
を
述

べ
ま
し
た
。

▲スタンド利用者に牛乳を渡す
　同協議会役員

▲寄贈式の様子
（左から紺野組合長、大坪組合長）

牛
乳
消
費
拡
大
運
動
に

　
　
　
　
　
取
り
組
む
！

ス
マ
ー
ト
農
業
普
及
に
向
け
て
、

　
　
　
　
　
　  

座
談
会
開
催
！
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端野地区・二区

箱木　祐亮さん（26歳）

ゆうすけ

積極的に関わって
 交流の輪を広げたい

●就農したきっかけ
　　母方の祖父が農業をしており、高齢のため離農しようとし
　ていたので、後を継ごうと思い、19歳のときに就農しました。
　　またそのような経緯もあり、23歳と早い段階で経営移譲を
　しました。

●農業にかける思い
　　主に玉ねぎを作っており、経営移譲してからは祖父の代よ
　り３㌶増えました。
　　農業をするにあたって、消費者の方々に美味しくて安全な
　作物を食べてもらえるよう、品質を最優先に考えて作るよう
　にしています。

●青年部について
　　年齢の近い人と仲良くなれることが魅力だと思います。コ
　ロナ禍で活動は減っていますが、活動があるときには、部員
　の皆さんにも積極的に参加していただきたいです。活動を通
　じて交流の輪が広がると学びや楽しみも増えるので、青年部
　という交流の場を大切にしたいです。

vol.12第63回家の光大会体験発表に参加して

Q.飼い始めたきっかけは何ですか？
　甥っ子が欲しがっていたこともあり、病

院から譲り受けました。

Q.性格や思い出を教えてください
　運動神経が抜群です。毛糸が好きで、帽

子で遊ばれたこともあります（笑）

　また、父の在宅時は必ず上に乗って昼寝

をしています。

訓子府地区・柏丘の田中達也さんの

コロ助くんに登場していただきました。

訓子府地区・柏丘

《ネコ》

田　中　コロ助くん（２歳）

すけ

北海道大学大学院農学研究院　小林　国之

　３月７日に東京のホテルイースト21東京で「第63回家の光大会」が開催されました。その中で

家の光が刊行している雑誌を活用して生活、暮らし、地域を良くしていこうという活動を発表す

る「体験発表」が行われています。全国の予選を勝ち上がった人たちが一堂に会して日頃の成果

を発表するこの大会に、数年前から審査委員として参加しています。今年は、コロナ禍の影響も

あり、オンラインを併用した形で全国の審査会が開催されました。

　審査委員を始めた当初、農業生産が中心となっている北海道のＪＡに慣れ親しんだ私の目から

見ると、生活文化活動に積極的に取り組んでいる府県の事例には正直驚きました。ですが、それ

と同時に、実に多くの学ぶべき点があることを感じました。よく「ＪＡは地域とともにある」と

いうことを耳にしますし、言葉では理解していたつもりでしたが、地域の暮らしに寄り添い、そ

れをサポートしているＪＡの姿、そしてなによりも暮らしを良くしていこうと取り組んでいる全

国の人たちの姿に大きく心を動かされました。

　体験発表は、自らが取り組んだことを発表する「記事活用」の部と、そうした教育文化活動を

支えるＪＡ事務局の活動である「普及・文化活動」の部に分けられています。今年は前者には宮

城県代表の内海光子さんが選ばれました。苗販売農家として地域の人たちに夏、秋に野菜栽培講

習会、ガーデニング教室を開催し、その活動が広がって支部での栽培講習会の講師を務めていま

す。そこで自信を深めてますます地域のために取り組もうと生涯学習指導資格などの取得にも取

り組んでいます。普及・文化活動の部では、ＪＡ秋田やまもとの北林綾子さんが選ばれました。

女性部担当として８年間の経験を踏まえ、楽しい女性部に加えてＪＡに参画することを目指して

ＪＡについて学ぶ取り組み、コロナ禍での女性部員自らによる家の光の普及推進、出向く女性大

学、本店支店でのコーヒーサロンの取り組みなどについての報告でした。

　「体験発表」は主にＪＡ女性部の活動発表の場として位置づけられてきましたが、最近は男

性、フレミズ世代の発表も多くなっています。都府県では、正組合員だけではなく准組合員も含

め、色々な人が積極的に生活文化活動に取り組んでいます。生活文化活動というと大げさに聞こ

えますが、例えば手芸や料理教室、様々なサークル活動にもＪＡが積極的に支援を行っていま

す。北海道にいると、ＪＡがそうした取り組みを行うことに違和感を抱く人がいるかもしれませ

ん。ですが、そうしたサークル活動をきっかけに人々がつながり、ＪＡに集まり、そこで自分の

ためだけではなく、地域の課題にも目を向けて、その解決に向けて自分事として取り組んでい

く。そうした事例が全国ではたくさん見られています。

　大会の様子は、「家の光」に掲載される予定です。また、ＪＡには都道府県代表者全員の発表

内容を整理した冊子が配布されることに

なっています。直接家の光協会に問い合

わせをしても良いでしょう。ぜひ、全国

にはいきいきと地域活動に取り組んでい

る人たちがいることを知ってもらいたい

と思います。そして、機会があればそう

した人たちのところを訪れて交流をして

みてはいかがでしょうか。とりあえず私

は「普及・文化活動の部」で最優秀を受

賞したＪＡ秋田やまもとに行ってみたい

と考えています。

今回は青年部東支部理事の箱木祐亮さんに登場いただきました。
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　北見市が組織する「北見市鉄道活性化協議会」では、動画配信サービスＹｏｕＴｕｂｅを活用し、
地域を走るＪＲ石北本線を映像で紹介する「みんなで守ろう石北本線」動画を配信しています。
　同協議会は関係者８団体で構成されており、ＪＲ石北本線の維持、存続を目的とした利用促
進事業の一環として例年はシンポジウムを開催していましたが、コロナ禍でもできる情報発信
として今回の取り組みにつながりました。
　内容は、線区や駅などの基本的な情報から利用者のインタビューなどを含めた鉄路の重要性

について触れられており、１動画10分程度で解説してい
ます。全４回の配信を予定しており、現在は第２回まで
視聴できますのでぜひご覧ください。

第４回
石北本線を守るためには？

維持・存続に向けて市や沿線地域、
道で取り組んでいることを紹介

第３回
石北本線の役割って？
　　　　　　　～物流編～

鉄道輸送の観点から

重要性について物流関係者へ取材

第２回＜公開中＞
石北本線の役割って？
　　　　　　　～旅客編～

旅客における役割について
鉄道利用者、観光事業者、
ＪＲ北海道へのインタビュー

第１回＜公開中＞
石北本線って何？

基本情報や
石北本線の現状について紹介

【内容】
　チャンネル名➡北見市鉄道活性化協議会
　　　　　検索➡みんなで守ろう石北本線

左記ＱＲコードから視聴できます

ＪＲ石北本線の維持・存続を目指してYouTube配信！ＪＲ石北本線の維持・存続を目指してYouTube配信！

　当ＪＡでは３月24日、北見市・訓子府町・置戸町
の小学５年生を対象に食農教育本「農業とわたした
ちのくらし」を贈呈しました。この取り組みはＪＡ
バンクによる食農教育応援事業の一環で、次世代を
担う子供たちに食や農、環境への理解を深めてもら
うために教材本等を作成しています。
　贈呈式では、当ＪＡ越田常務が「コロナ禍のため選
果場見学は中止しているが、ＹｏｕＴｕｂｅ等で紹介
している動画がある。是非、教材本と併せて活用して
いただければと思う」と話し、北見市の志賀教育長は
「日本一の玉ねぎを生産する地元産業の成り立ちに
ついて学習するため、
有効活用させていた
だきたい。選果場見
学が再開することを
楽しみにしている」
と述べました。
　教材本は、きたみ
らい管内20小学校へ
1,070冊、教員用指
導書として100冊が
配布されました。

１市２町の20校へ
食育支援教材本を贈呈

　北見緑陵高校２年生の清水仁就さん（17）、米澤
美乃里さん（17）、１年生の高田姫叶さん（16）は
道高校文化連盟が北見市で開いた「第44回放送コン
テストＣＭ部門」で見事優勝しました。2023年度、
道内で開かれる全国高校総体（インターハイ）の開
会式で上映される予定です。
　優勝したＣＭの内容は政権放送をモチーフとし、
「北海道てんさい党」の立候補者「ビート佐藤」と
してラップ調の音楽に合わせ、北海道特産のてん菜
を紹介するといった内容です。
　今後の活動について清水さんは「５月に開催され
るＮＨＫ杯が最後の大会となるのでしっかりと結果
を残したい。現在３人体制で活動しているので新しい
部員もたくさん
入ってほしい」
と話してくれま
した。
　このＣＭは同
高校放送局のツ
イッターで視聴
できるので是非
ご覧ください！

▼配信動画の一部

▲緑陵高校放送局（左から高田さん、
　清水さん、米澤さん）

北見緑陵高校放送局
第44回放送コンテストＣＭ部門優勝！　

～てんさい党に清き一票を～
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お問い合わせ：担い手グループ　TEL:24－2145（榎本・辻本・長谷川）

感染症の基本と対策①　感染症とは
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地
区
毎
の
出
席
状
況

地区名 組合員戸数 出席人数 出席戸数 出席率

▲29人が出席して行われた北見地区懇談会

▲▼贈った馬鈴しょと玉ねぎを小学校に渡す様子

　

２
月
28
日
か
ら
３
月
３
日
ま
で
の
４
日

間
、
８
会
場
に
お
い
て
Ｊ
Ａ
地
区
別
懇
談

会
が
行
わ
れ
、
組
合
員
と
家
族
の
み
な
さ

ん
１
７
６
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

地
域
運
営
委
員
長
の
進
行
に
よ
り
、
令

和
４
年
度
の
事
業
基
本
方
針
や
部
門
別
経

営
計
画
な
ど
を
説
明
し
た
後
、
出
席
し
た

組
合
員
か
ら
も
数
多
く
の
意
見
と
質
問
を

頂
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
意
見
・
要

望
な
ど
に
つ
い
て
は
、
別
冊
と
し
て
同
封

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

冬
期
地
区
別
懇
談
会
終
え
る

　   

８
会
場
に
１
７
６
人
出
席

～
芋
玉
５
・
１
㌧
を
贈
呈
～

　

当
Ｊ
Ａ
は
３
月
、
青
森
県
の
黒
石
市
と

平
川
市
へ
馬
鈴
し
ょ
（
ス
ノ
ー
マ
ー
チ
）

４
，
１
０
０
㌕
と
玉
ね
ぎ
１
，
０
０
０
㌕

を
給
食
食
材
、
家
庭
消
費
用
と
し
て
贈
り

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
名
に
「
み
ら
い
」
を
冠
す
る
全
国
各

地
の
９
Ｊ
Ａ
が
会
し
連
携
を
進
め
る
「
Ｊ

Ａ
み
ら
い
サ
ミ
ッ
ト
」
が
縁
で
Ｊ
Ａ
津
軽

み
ら
い
と
交
流
を
深
め
て
お
り
、
例
年
青

森
県
を
訪
問
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
か
ら
、
こ
こ
数
年
は
贈
呈
の
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
津
軽
み
ら
い
か
ら
は
「
黒
石
市
や

平
川
市
の
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
ス
ノ
ー

マ
ー
チ
と
玉
ね
ぎ
を
手
に
し
て
お
り
、
Ｊ

Ａ
き
た
み
ら
い
の
食
育
推
進
に
対
す
る
取

り
組
み
に
感
謝
し
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉

が
届
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
津
軽
み
ら
い
と
の
交
流
を
縁
に
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第２回 理事会報告
　３月23日、午前10時30分より第２回定例理事会が開催され、
報告事項13件、決議事項16件が協議され、原案通り承認されま
した。
　
【報告事項】
①みのり監査法人監査結果報告について
②令和３年度監事監査実施報告について
③内部監査（自己査定・決算処理）報告について
④令和３年度キャッシュフロー計算書について
⑤組合員状況報告について
⑥財務状況報告について
⑦人事の発令について
⑧役員選任に係る地域推薦委員の変更について
⑨ＪＡきたみらいＰＣＮ侵入・拡散防止対策実施要領の改訂に
　ついて
⑩Ｒ３年産てん菜の仮精算について
⑪Ｒ３年産共計玉ねぎ・馬鈴しょの選果販売状況について
⑫牛乳・乳製品等需要拡大対策の取組経過と今後の計画について
⑬置戸町に対する短期資金の貸付について
　
【決議事項】
①令和３年度独立監査人の監査報告書について
②令和３年度監事監査報告書について
③規程類の改正について
④令和４年度経営定期点検実施計画について
⑤固定資産の取得について
⑥当組合における取引のリスク評価書及びリスク総括表の改定
　について
⑦ＪＡきたみらい独自生乳緊急生産対策（年度末）について
⑧出資減口について
⑨役員退任に伴う役員退職慰労金の支給について
⑩役員報酬における理事・監事報酬総額の配分について
⑪令和４年度給与の改定について
⑫令和４年度冬期地区別懇談会Ｑ＆Ａについて
⑬参与の選任について
⑭令和３年度事業報告（含む事業報告附属書）及び計算書類（剰余
　金処分案を除く）について
⑮令和３年度剰余金処分（案）について
⑯第19回通常総代会の招集及び総代会に付議すべき議案並びに
　総代会参考資料について

Ｈ31.04　入組

Ｈ31.04　畜産部畜産振興グループ

Ｒ03.04　畜産部畜産相談グループ

■在職期間　３年

※令和４年３月31日付退職

（畜産部畜産相談グループ）
堀　内　美　歩
ほり　　うち　　  み　　　ほ Ｓ59.04　北見市農協入組

Ｈ15.02　北見支所　次長
　　　　 兼　北見支所総務課　支所課長
Ｈ17.05　総務部企画人事課　課長
Ｈ19.06　金融共済部融資課　課長
　　　　 兼　金融共済部貯金課　課長
Ｈ24.05　金融共済部留辺蘂支店　支店長
Ｈ27.04　金融共済部訓子府支店　支店長
Ｒ02.04　金融共済部温根湯支店　支店長
■在職期間　38年

（金融共済部温根湯支店）
渋　野　嘉　伸
しぶ　　  の　　  よし　　のぶ

Ｓ57.04　端野町農協入組
Ｈ15.02　端野支所営農企画課営農企画係
　　　　 支所課長
Ｈ17.05　端野支所営農企画課　支所課長
Ｈ18.06　営農部生産振興課　課長
Ｈ21.06　営農振興部技術開発グループ　マネージャー
Ｈ22.05　購買部資材南エリア　マネージャー
Ｈ26.05　購買部資材南エリア　マネージャー
　　　　 兼　資材推進グループ　マネージャー
Ｈ27.02　購買部資材推進グループ　マネージャー
　　　　 兼　生産資材拠点店舗　マネージャー
Ｒ02.04　購買部資材推進グループ　マネージャー
■在職期間　40年
※令和４年３月31日付退職

（購買部資材推進グループ）
清　水　明　広
  し　　  みず　　あき　　ひろ

Ｓ57.04　端野町農協入組
Ｈ15.02　農産部玉葱販売課　課長補佐
Ｈ17.05　端野支所青果課　支所課長
Ｈ20.05　端野支所金融共済課　支所課長
Ｈ21.06　金融共済部端野支店　支店長
Ｈ23.05　金融共済部上常呂支店　支店長
Ｈ27.04　金融共済部相内支店　支店長
Ｈ29.04　金融共済部審査課　課長
Ｈ30.04　総務企画部審査グループ　マネージャー
■在職期間　40年

（総務企画部審査グループ）
遠　藤　英　明
えん　　どう　　ひで　　あき

Ｓ56.04　温根湯農協入組
Ｈ15.02　営農部営農企画課　課長
Ｈ21.06　営農振興部担い手育成グループ
　　　 　マネージャー
Ｈ22.05　組合員ふれあい室ふれあい相談１グループ　考査役
Ｈ24.05　組合員ふれあい室ふれあい相談１グループ　マネージャー
Ｈ25.05　組合員ふれあい室ふれあい相談西グループ　考査役
Ｈ28.04　組合員ふれあい室ふれあい相談西グループ　マネージャー
Ｈ31.04　購買部燃料西グループ　マネージャー
Ｒ03.04　購買部農機自動車グループ　考査役
　　　　 兼　購買部燃料グループ　考査役
Ｒ03.06　購買部ＳＳ運営管理グループ　考査役
　　　　 兼　購買部農機自動車グループ　考査役
■在職期間　41年

（購買部ＳＳ運営管理グループ兼   　
購買部農機自動車グループ）

本　田　伸　司
ほん　　  だ　　  しん　  　じ

Ｓ56.04　訓子府町農協入組

Ｈ15.02　訓子府支所経営相談課経営相談係

　　　 　支所課長

Ｈ16.05　金融共済部審査課　課長

Ｈ21.06　金融共済部訓子府支店　支店長

Ｈ25.05　金融共済部審査課　課長

Ｈ28.04　金融共済部融資課　課長

■在職期間　41年

（金融共済部北見本店融資課）
出　合　利　治
で　　 あい　　とし　　はる

Ｓ59.11　温根湯農協入組
Ｈ15.02　温根湯支所総務金融課
　　　　 支所課長
Ｈ16.05　温根湯支所金融共済課
　　　　 支所課長
Ｈ19.06　温根湯支所営農課　支所課長
Ｈ20.05　温根湯支所営農販売課　支所課長
Ｈ21.06　購買部資材西エリア　マネージャー
Ｈ27.02　購買部温根湯置戸資材店舗　マネージャー
■在職期間　37年５ヶ月
※退職者再雇用制度により在職

（購買部温根湯置戸資材店舗）
大竹口　豊　孝
おおたけぐち　　とよ　　たか

Ｓ55.04　端野町農協入組

Ｈ15.02　端野支所青果課　支所課長

Ｈ17.05　農産部馬鈴薯販売課　課長

Ｈ18.06　青果部馬鈴薯販売課　課長

Ｈ21.06　販売企画部玉ねぎグループ　マネージャー

Ｈ28.04　販売企画部組織振興南グループ　マネージャー

Ｒ02.04　販売企画部　部長

■在職期間　42年

（販売企画部）
中　谷　幸　雄
なか　　  や　　  ゆき　　  お

  

職員退職のお知らせ
　退職職員をお知らせします。
　旧ＪＡ入職年度と合併後の職歴、正職員としての在職期間（旧ＪＡ含む）を紹介します。在職中
は、組合員皆様を始め、地域皆様の御厚情をいただき誠にありがとうございました。



　　  日で高校３年生。コロナにまけ

　　  ず、友達とがんばるぞ～！

         ファイト―イッパーツ！！

　　  葱の播種作業も終え、ホッとしています。これ

　　  から定植期に入りますが、今年もケガ、事故が

なく、豊穣の秋を迎えたいです！

1617

Ｂのイラストには、Ａのイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を右下のイラストの中の数字でお答え下さい。

出題・イラスト：酒井栄子

３月号まちがいさがしの当選者

応 募 方 法

　３月号のまちがいさがしの答えは「２、３、７、９、12」

でした。正解者34名の中から抽選の結果、当選者は次の

方 で々す。

　以上の方々には、ＪＡきたみらいの「大正金時と鶏肉

のキーマカレー」と「玉ねぎと鶏もも肉の黒カレー」をプ

レゼント致します。

（　　　）内は地区名

・永井　雄大さま（訓子府）・澤山　大夢さま（留辺蘂）　　
・笠野　敏明さま（訓子府）・坂下　日彩さま（留辺蘂）　
・川口　勇人さま（相　内）・橘　　芽唯さま（留辺蘂）

　答えが解った人は、別紙の応募用紙に
答え（番号）と広報誌へのご意見・ご感想を
記入してＦＡＸでご応募下さい。
　抽選で６名の方に、ＪＡきたみらいの「黒
酢が入った玉ねぎドレッシング」と「玉ねぎ
ポン酢」をプレゼント致します。

広報誌「おひさまサラダ」を当ＪＡのホームページで紹介しています。
右側にあるＱＲコードから閲覧できますので、ぜひご覧下さい。

をホームページで閲覧できます！

　播種作業お疲れさまでした。令和３年についてはきたみ

らい管内全体で農作業事故が80件以上発生しています。

植付時期は事故も増える傾向にありますので、引き続きケ

　　 ガに気をつけて作業していただければと思います。

　高校生活も残すところあと１年ですね。悔いの残らない

ように頑張ってください！コロナに振り回されて思うよう

にいかないことも多かったと思いますが、あと１年、楽し

い思い出をたくさん残してください。

（訓子府地区　遠藤　淳平さん） （匿名希望さん）

玉 今
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URL  http://www.jakitamirai.or.jp    E-mail hp.kitamirai@kitamirai.ja-hokkaido.gr.jpJAきたみらいホームページ

（令和４年３月16日現在）

・組 合 員 数（正）

・組 合 員 数（准）

・組合員戸数（正）

・貯　　　金

・貸　出　金

・出　資　金

1,606人

5,891人

905戸

117,569百万円

13,935百万円

4,866百万円

✿献立を監修した人✿ 茨城県笠間市にある「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ 永井　智一（ながい・ともかず）

新ジャガイモと芽キャベツのサラダタケノコとソラマメのチーズフリット

・春の陽気がきたみらい管内にも近づいてきました。退職者の別れ
　と新入職員との出会い、大きな節目の季節です。今年は６人の新
　入職員が入組しました。新しい環境で最初は不安なこともあるか
　と思いますが、がんばってください！
・４月下旬には玉ねぎやてん菜、馬鈴しょの移植作業が始まります。
　農作業中にヒヤリとしたことがあった際は話を共有したり、マッ
　プを印刷し付箋をつけて可視化してみる等の農作業安全対策を行
　ってみてください。　　　　　　　　　　　　　   （佐藤　静香）

❶ボウルにＡのあえ衣を混ぜ合わせる。

❷①のボウルに揚げたての新ジャガイモと芽

キャベツ、ウルイを入れさっくりと混ぜる。

❸②を器に盛り付け、お好みで赤ジソふりか

けを振り出来上がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（２～３人分）◆

…小８個

………３個

……………………２本

……………………………適宜

　

…………………………大さじ２

…………………………小さじ１

……………………………………小さじ１

……………………………小さじ１/２

………………………………大さじ１

新ジャガイモ（下ゆでして半分に切り

　　　皮付きのまま素揚げしたもの）

芽キャベツ（下ゆでして半分に切る）

ウルイ（細切りにする）

赤ジソふりかけ

あえ衣Ａ

　マヨネーズ

　ナンプラー

　酢

　砂糖

　塩昆布❶タケノコは皮付きのまま半分に切り、中を

取り出しさらに２等分にする。ソラマメは

さやから取り出し皮をむく。

❷Ａの材料を混ぜ合わせ揚げ衣を作り、①の

タケノコとソラマメをくぐらせ、170度の

サラダ油で裏表を返しながら２～３分揚げ

る。

❸器にタケノコの皮を置き、揚がったタケノ

コとソラマメを盛り付けレモンを添える。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（２人分）◆
………小１本

……………………………………６粒

……………………………………適宜

……………………………………１切れ

　 

……………………………………50g

…………………………………80ml

…………………大さじ１

…………………………………………少々

タケノコ（あく抜きしておく）

ソラマメ

サラダ油

レモン

揚げ衣Ａ 

　薄力粉

　炭酸水

　パルメザンチーズ

　塩


